











































































































本講演の対象者は高校 3 年生 153 名（男子 26 名、女子 127 名）であり、卒後は
進学（四年制大学、短期大学、専修学校含む）するものが約 8 割で、就職するも
のが約 2 割であった。
　本研究の対象の大学生 7 名（学生 B 〜 H）が在籍する大学は首都圏の私立大
学で、教育心理学を専攻する研究室に所属していた。学生の性に関する課題は顕
著でないが、性に関する自分の悩みを話す機会があった際には、筆者に相談する





　本実践は、筆者と研究協力者である大学生 7 名（以下、学生 B 〜 H とする）
で企画・検討した。高校 3 年生にとってより自己関与性（郡司 , 2013）の高い内
容とするため、現実味のある、イメージしやすい男女の恋愛シチュエーションを
大学生がパフォーマンスする形式を用いた。講演はミワという女の子を主人公と






















全体の流れ ストーリー 性に関する学習させたい内容 生徒への質問・やり取り
自己紹介 / 役紹介 主人公ミワ、ナレーター、他 5 名の紹介
講演の目的の説明 筆者（病院の先生役）が科学的な知識を未来の幸せに生かすためであると説明




























































答し、平均文字数は 1 人あたり 37.58 文字であった。

















表 2　高校生の感想の頻出上位 55 語（n=89）
 
 
 高等学校 A の生徒への事後アンケートについては、上記項目の①〜④については単
純集計をし、⑤講演の感想を分析の対象とした。⑤の講演の感想を、テキストデータ




の絞り込みを描画数 60 とした。学生 B〜H の感想についても同様の処理を実施し、語
の最小出現数は 3、共起関係の絞り込み描画数は 60 とした。  
 
3．結果  
 高等学校 A に在籍する生徒 89 名分の感想のテキストデータを総合的に把握するた











































図１  高校生の感想の共起ネットワーク  
 
次に、学生 B〜H の感想のテキストデータを総合的に把握するために、KH coder にて
抽出した頻出上位 55 語を表 3 に示す。上位には「生徒」「聞く」「劇」「参加」等が
見られた。  
 


















　次に、学生 B 〜 H の感想のテキストデータを総合的に把握するために、KH 
coder にて抽出した頻出上位 55 語を表 3 に示す。上位には「生徒」 聞く 「劇」
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　学生 B 〜 H の感想のテキストデータを共起ネットワークにおいて表したのが
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